
決算書掲載頁　P173

内
訳

ほ場整備の実施により、営農条件を改善し、安定的な農業生産を確保し、各ほ場へのアクセス向上や集落内道路の安
全性の向上等を目的とした集落道の整備を行う。

地元役員会及び大阪府とともに円滑な換地処分へ向けて検討を重ねていく。また、「地域活性・交流拠点」整備をきっか
けとして、安定的な農業生産だけでなく、都市住民との幅広いふれあいの場をめざす。
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ほ場整備の実施により、営農条件を改善し、安定的な農業生産の確保をはじめ、体験農園などの都市住民と農業を通じ
た幅広いふれあいの場を創出する。
各ほ場へのアクセス向上や集落内道路の安全性の向上等を目的とした集落道の整備を行う。
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直営 平成14年度 土地改良法

ほ場整備(高木・高向・川上地区)受益者と河内長野市民

大阪府実施事業の地元負担金として継続が必要。高木・高向については拠点整備をきっかけに安定的な農業生産だけ
でなく、都市住民との幅広いふれあいの場をめざす。川上は、営農条件の改善により安定的な農業生産をめざす。
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事業：農村総合整備事業                       

大阪府が実施する高木、高向、川上地区の農業基盤の整備事業にかかる負担金を大阪府に支払った。 

細事業：農村総合整備事業（高木・高向・川上地区）                             

１．農村総合整備事業負担金  

 高木・高向・川上地区で、農地の集約化を図り農作業の軽減を図るため、大阪府が実施するほ場整備事業及び

集落道路整備事業に対し、大阪府に負担金を支払った。 

・農村総合整備事業負担金（高木・高向・川上地区）        60,883,000 円 

・農村総合整備事業負担金（高木・高向・川上地区）(H23 年度繰越分)  3,675,000 円 

 

 高木地区 ほ場整備実施中              高木地区 集落道路整備実施中 

    

川上地区（小深）ほ場整備完了           川上地区（太井）ほ場整備実施中 

    

 川上地区（太井）ほ場整備実施中           川上地区（鳩原）事業着手前 

    

 


